
　令和４・５年度江東区青少年委員会会長に就任いたしま

した。全力で取組んでまいりますので、どうぞよろしくお

願いいたします。

　このコロナ禍の中、こどもたちの環境は大きく変化しま�

した。情報端末の整備により急激に学びのスタイルが変�

わる一方、休校により学びの場・自分を表現できる場所や�

お祭りなど、地域と交流できる機会も失ってしまいました。�

こういった状況で、青少年委員会は行政と連携し、感染症�

対策を行った上でできうる活動を試行錯誤してまいりまし�

た。中学生体験プログラムの「黒板アート講習会」もその�

一つです。また、ジュニアリーダーの育成と支援にも力を�

入れており、東陽公園・木場公園において「かまど・ポイ�

ントラリー講習」を行いました。そして令和３年１月に中�

止となった成人式も、今年は開催方法を変えて行うことが�

でき、成長したこどもたちを見届けることができました。

　私たち青少年委員会は、この２年余りの経験を糧にし

て、次のステップに向けて本格的に活動してまいります。

青少年の成長のサポートには、地域の皆様との連携が大切

だと思っていますので、今後ともご協力よろしくお願い

いたします。

　令和４年４月７日、令和４・５年度の江東区青少年委員の�

皆様に委嘱状を直接お渡ししました。４６名の青少年委員�

の皆様の存在をとても心強く感じました。新型コロナウ�

イルス感染症対策下での活動が続いておりますが、福山�

会長を中心とした、青少年委員の皆様方のご尽力、そして�

熱い思いに心より感謝申し上げます。

　感染症対策を講じながらの教育活動も３年目となりま�

した。幼いこどもたちにとっては、マスク生活が人生の�

大きな比率となっています。こどもたちにとっての今は、�

今しかありません。「こどもたちの成長にとって大切なこと�

は、感染症対策を講じながらも必ず行う。」全区立学校・幼�

稚園においては、その思いを共有し、教育活動に取り組ん�

でまいります。青少年委員の皆様におかれましても、青少�

年委員会にとって大切なことを追求し、さらなる前進の２�

年間となることを期待しております。

　「ｗｉｔｈ・・・ ～ともに～」は、「教育推進プラン・江東�

（第２期）」のキーワードであります。こどもたちのために�

「ともに」考え、「ともに」支えていただくことをお願いす�

るとともに、青少年委員会の充実、発展、そして委員の皆�

様のますますのご健勝をお祈り申し上げます。

　令和４年４月７日（木）江東区文化センター�

において、新任委員８名を加え、４６名が本多�

教育長から委嘱状をいただきました。

　前期は新型コロナウイルスの影響で、活動�

機会が減少した２年間でしたが、今期は社会�

環境の変化に合わせて、対策を充実させなが�

ら最大限の活動を行おうとスタートしました。



　前年度に引き続き、研修部長を務めさせて

いただくことになりました。今期研修部は、１５

名の精鋭で活動してまいります。

　今年度も部長を引き受けた理由は、新型コロナウイルス

まん延のため、中止になった講師の方を招いての研修会、

部員一丸となって企画していた宿泊研修旅行の、リベンジ

することでした。また、昨年度同様に委員の見識を広げる

だけではなく、「楽しみながら学べる研修会」をモットー

に、実りある研修を企画、実施していく所存です。部員１４

名は、私にはないすばらしいスキルを持った方たちばかり

です。このメンバーに支えていただきながら、一人でも�

多くの委員の皆様に参加していただけるよう、頑張って�

いきますのでよろしくお願いいたします。

 私は第六砂町小学校区選出の３期目になりま

す。２期目に継いで、福山新会長のもと、青少年育成部長

という大役を務めさせていただきます。２期目はコロナ禍

のため、ほとんどの行事が中止になるなか、ジュニアリー

ダーの初級・中級の講習は規模を縮小しながらも行われ

ました。目を輝かせながら講習に参加するこどもたちやス

タッフのジュニアリーダーを見て、今期も部長を引き受け

ました。今期は多くの仲間たちの参加を得て、ジュニア

リーダーや講習生との交流の機会を多く持てることを期待

しています。

　中学生体験プログラムや生徒会交流会をとおして多くの

中学生とも交流を図りたいと考えております。今期もよろ

しくお願いいたします。

　先期に引き続き、広報部長を務めます。広報

部は、委員の活動を多くの方々に広く知って

もらうことが使命です。そのため、委員の皆さんの活躍が

あって初めて私たち広報部も活躍することができます。今

期は、先期の悔しい歯がゆい気持ちを、熱い想いに変えた

委員の皆さんが大活躍します。きっとします。しない理由

がない。私たち広報部もその姿を多くの方々に伝えるため�

に、大活躍する２年間にしていきたいと思います。

　２年後に発行する「あゆみ」に委員の皆さんが躍動する

姿を、そしてとびっきりの笑顔を満載できることを目指し、

広報部は一致団結していきます。よろしくお願いします。

　「行ける学校ではなく行きたい学校に！」を

合言葉に、実行委員会主催で区内８校の都立高

校（大江戸・科学技術・江東商業・城東・墨田工業・第三

商業・東・深川）の生徒が、中学生や保護者に対し、各校の

特色を紹介するイベントを企画・運営しています。 

　例年、ティアラこうとうを会場にして各校の特色などを

紹介していますが、コロナ禍の現在、各校に取材にいき、�

江東ワイドスクエアでのテレビ放映やYouTube・青少年

委員会ホームページなどでWebによる配信を行っています。�

本年は、８月中旬に江東ワイドスクエアにてテレビ放映、９

月上旬に青少年委員会ホームページなどでWeb配信され

ました。

　都立高校８校の特色ある映像をぜひご覧ください。

　こどもたちの歓声に囲まれて、一緒になって�

楽しんでお手伝いをしてきた区民まつりの実行委員長を、

今期務めることになりました。

　３年ぶりに開催されることになり、コロナ禍以前は毎年

大盛況だった射的の運営なので、失敗できないという思い

と、このブースを楽しみに来場するお客様（主にこども

たち）の思いを裏切ることはできないという重圧を、どう

やって楽しんで乗りきるか、今からワクワクしています。

　今年は、この３年分のモヤモヤを晴らすべく、実行委員の

皆さんと一緒に大いに盛り上げていきたいと思います！

江東区主催の成人式（１月）に運営協力してい

ます。毎年ほぼ全委員が参加しており、新成人からパワー

をもらえる人気事業でもあります。

　一生に一度の成人式を最高の思い出にしてあげたい。

その熱い気持ちで、厳かな式典や同級生との再会が円滑

に進むよう活動します。例えば、記念写真の撮影場所は

複数用意されても行列ができるほど人気です。式典の開始

時間を気にしつつ、行列整理やカメラ撮影を行います。

　今年度は成人式実行委員会の要職に、青少年委員１期

目委員が多数就任しました。地域活動経験のある新しい

力が加わることで、成人式をさらに盛り上げていきたい

です。



　今期で２期目となり、再度地区長となりまし�

た。コロナ禍で活動が制限された前期に比べ

徐々にではありますが、運動会など参加できることが多

くなってきています。

　これから２年間、地区会をより多く開催し、各委員相互�

の活力を高めることで、地域のコーディネーターとして�

新たなことにも挑戦したいと思います。また、前期一度も

開催することができなかった三者懇談会を開催し、より多

くの人々と親睦を深め、意見交換し、青少年委員として何

ができるのか見つけていきたいと思います。

　いまだ新任の時と変わらない地区長ですが、委員の皆

様よろしくお願いいたします。

　この度砂町地区の長に選出されました、砂町

小学校区選出３期目の小久保と申します。どう

ぞよろしくお願いいたします。

　この砂町地区、今年度は会長をはじめ、たくさんの役員

が選出されています。本当に頭が下がります。

　その中で自分の役割としては、やはり良い潤滑油になれ

たらなと思っています。

　委員１人１人が信頼しあい、みんな仲良く楽しく活動で

きたら幸いです。

　砂町の良さを発揮し、がんばっていきましょう。

　ある小学生からの質問！「大人って楽しい

の？」もちろん！ 楽しむのは自分次第！「どう

して大人って間違っても謝らないの？」うんうん・・・どう

してだろう。一緒に考えたいね。こどもが求める答えか

どうかはさておき、そういうこどもからの質問にも真剣に

答えられる、そんな大人でありたい！

　そのためには、青少年委員として学校子ども会、地区対

行事などに積極的に参加し、一緒に楽しむ大人を見せる

ことが、こどもたちの本音に近づく第一歩。

　できない理由より、どうやればできるのか？ に知恵を

絞り、タップリ楽しむ大島地区の青少年委員６名を見せる

ことでこどもたちの健全育成に寄与していきたい。

　青少年委員となって２期目となり、まだわか�

らないことばかりですが、諸先輩方に指導を

仰ぎながら地区長としての役割を果たしていけたらと考え

ております。そのためには、わからないことは、わかった

ふりをせずに素直に教えていただく姿勢でいきます。恰好

つけずに皆さんのアドバイスを大切にし、まとめていく

こと心がけます。

　深川南部は１４名の大所帯です。皆さんが意見を言い

やすく、風通しの良い南部の雰囲気を作っていくことを

モットーにしていきたく存じます。学校と地域の橋渡し

役として、深川南部の皆さんが生き生きと青少年委員と

しての活動が、できるように、地区長として尽力する所存

です。２年間どうぞよろしくお願いいたします。

　深川北部地区長、扇橋小学校区選出の小松原

です。

　コロナ禍で制限ばかりの２年間を過ごすことになってい

ましたが、３年ぶりに三者懇談会を開催することができま

した。練りに練って小・中学校１２校と私たち７人を合わせ

た資料を作成し、大好評。内容も濃くとても良い会でした。

　今後も北部地区７人、こどもたちのためにさまざまな意

見を出し合い、より良い活動を進めていきたいと思ってい

ますのでどうぞよろしくお願いします。

　深川北部地区は、３年ぶりに対面での三者懇談会�

を７月８日に開催しました。小学校７校、中学校５�

校の校長・ＰＴＡ会長（代理含む）と私たち７人の資

料を作成し、それを活用して大いに盛り上がり内容

の濃い会となりました。

　また今年は１１月に川南小６０周年、毛利小１１０周年があり�

ます。来年には深川小１５０周年、扇橋小１２０周年、東川小１５０�

周年と続き、このコロナ禍を乗り切って７人でお祝いにう�

かがえることを全員が望んでいます。

　７校の地域も下町情緒あふれ昔の習わしも今の世の中�

に活かし今後もこどもたちの健全育成に力を注いで行き�

ます。



　令和４年５月１９日（木）、６月１６日（木）定例会後、例年どお

りに研修部主催で委員研修会が行われました。

１回目「青少年委員会の概要について」

　菅原青少年課長が、資料をもとにして青少年委員の制度に�

ついて説明をしてくださいました。もともと社会教育行政の�

一環として始まりましたが、現在は学校・行政と地域を結ぶ�

コーディネーターとしての大きな役割を担い、いよいよ令和�

５年度には７０周年を迎えます。

　また、具体的な役割や活動実績、設置に関する規則や選考

に関する要領、さまざまな団体との連携についても詳しくお

話をいただきました。

　最後に、新役員・新任委員の自己紹介をして終了しました。�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （江東区役所にて）

２回目「江東区青少年委員会の活動について」

　まず和田会計より会計についての詳しい説明があり、続いて安井

広報部長から、各専門部・実行委員会の具体的な活動状況などを

分かりやすく説明がありました。

　今期もコロナ禍により活動は流動的ですが、任期２年間は青少年

健全育成のために積極的に活動しようと再確認し、充実した委員研

修会でした。　　　　　　　　　　 （江東区文化センターにて）

　令和２年度まで４年間、白河地区で地域振興担当係長と�

して町会関係や地域のイベント・事業のサポートをしていま�

した。昨年度は、東日本大震災の原発事故により被災した�

福島県川俣町で応援職員として勤務し、避難区域が解除さ�

れ住民が戻り始めた山木屋地区の住民支援にかかわる仕事�

をしていました。交流人口増につながるイベント関係や広�

報誌の発行などに携わっていました。

　今年度から地域連携係長となり、青少年委員の皆さんとお�

仕事することとなり、皆さんの印象は、明るく活動的で、さら�

に各地区同士がつながりのある『和（わ）』を感じる雰囲気�

が好きになりました。『和（わ）』のある雰囲気をいつまで�

もつなげ、地域のため尽力されている皆さんが活動しやす�

い環境を、一緒になって作り上げていけるよう頑張ります。

　今年度、東京都に子供政策連携室が新設された。政策全�

般を『こども目線』で捉え直し、総合的に推進するためだ。�

どんな仕事をしているか調べてみると「こども記者募集」が�

目に付いた。目的は「チルドレンファーストの社会を実現�

することを目的とし ～省略～ こどもが記者として意見を�

発信し番組を企画、体験する様子を放送するドキュメンタ�

リー番組を制作」とあり、活動内容には「著名人と取組内容�

や制作動画について意見交換を行い、共に発表会や講評を�

行う」とある。完成した番組が『大人目線』だったなんてこ�

とはないかと心配になった。江東区青少年委員会は、子供�

心を持った大人たちの集まりだと感じている。ここには常�

に『こども目線』がある。


